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答

弁

第

三

八

号 

    

衆
議
院
議
員
井
上
良
二
君
提
出
農
林
関
係
五
公
団
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
第
二
四
号 

昭
和
二
十
五
年
二
月
二
十
一
日 

衆

議

院

議

長 

幣 

原 
喜 
重 

郞 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

吉 

田 
 

茂 

一 

 



一 

農
林
五
公
団
改
廃
に
関
す
る
見
解 

2 

肥
料
配
給
公
団
の
改
廃
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
消
費
者
価
格
の
値
上
り
、
そ
の
他
最
近
の
経
済
諸
事
情
を
勘
案
す
る

と
、
肥
料
の
配
給
統
制
は
本
年
秋
頃
か
ら
は
、
必
ず
し
も
配
給
公
団
制
度
に
よ
る
強
度
の
統
制
方
式
を
必
要
と
し
な
い

段
階
に
立
至
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
の
で
、
本
年
七
月
末
ま
で
に
同
公
団
の
府
県
段
階
以
下
の
組
織
は
、
こ
れ
に
か
わ

る
べ
き
民
間
配
給
機
構
を
整
備
の
上
廃
止
し
、
引
き
続
き
同
公
団
の
本
支
部
に
か
わ
る
民
間
配
給
機
構
を
設
け
そ
の
組

織
確
立
の
上
可
及
的
速
や
か
に
こ
れ
を
廃
止
す
る
こ
と
と
し
た
。 

1 

食
糧
配
給
公
団
改
廃
に
つ
い
て
は
、
本
年
四
月
よ
り
末
端
配
給
所
を
漸
次
公
団
か
ら
切
り
離
し
、
そ
の
後
そ
の
精

米
、
卸
売
の
業
務
を
も
併
せ
て
民
間
事
業
の
経
営
に
移
し
、
卸
小
売
業
者
の
態
勢
の
確
立
を
図
り
、
明
年
三
月
末
ま
で

に
は
食
糧
配
給
公
団
を
廃
止
す
る
方
針
で
あ
る
。 

し
か
し
て
肥
料
配
給
公
団
令
そ
の
も
の
の
有
効
期
限
は
、
一
応
非
公
式
覚
書
の
要
請
に
従
い
、
一
年
間
延
長
す
る
こ 

衆
議
院
議
員
井
上
良
二
君
提
出
農
林
関
係
五
公
団
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

三 

 



4 

油
糧
配
給
公
団
の
改
廃
に
つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
油
糧
の
供
給
の
七
〇
―
八
〇
％
が
輸
入
に
依
存
し
て
い
る
。
油
糧

の
需
給
の
円
滑
を
図
る
た
め
国
内
産
油
糧
の
積
極
的
増
産
を
図
る
と
と
も
に
、
極
力
輸
入
計
画
通
り
の
実
現
を
期
し
て

い
る
が
、
こ
れ
の
達
成
は
困
難
で
あ
り
、
依
然
と
し
て
需
給
の
不
均
衡
を
来
た
し
て
い
る
。
な
お
、
油
糧
の
品
種
別
、

製
法
別
、
給
源
別
等
に
よ
り
価
格
系
列
が
複
雑
で
価
格
プ
ー
ル
を
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
需
要
部
門
に
つ
い
て
も
食

用
及
び
工
業
用
に
分
れ
、
し
か
も
需
要
の
中
に
は
、
み
そ
、
し
よ
う
油
、
石
け
ん
、
食
用
油
等
国
民
生
活
に
重
要
な
位

置
を
占
め
る
物
資
で
計
画
生
産
に
基
き
均
等
配
分
を
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
の
生
産
部
門
が
あ
る
の
で
、
今
後
と
も
公

団
統
制
方
式
に
よ
る
統
制
の
継
続
を
必
要
と
す
る
。 

3 

飼
料
配
給
公
団
の
改
廃
に
つ
い
て
は
、
昭
和
二
十
五
年
三
月
末
日
廃
止
す
る
こ
と
ほ
ぼ
確
定
的
で
あ
る
。 

と
と
し
、
そ
の
法
律
案
を
提
出
し
た
。 

し
か
し
な
が
ら
統
制
の
範
囲
は
必
要
最
小
限
度
に
と
ど
め
る
方
針
の
も
と
に
、
統
制
物
資
は
極
力
整
理
し
、
公
団
業

務
の
簡
素
化
、
機
構
の
縮
小
を
図
る
べ
く
目
下
検
討
中
で
あ
る
。 

四 

 



一 

各
公
団
の
現
況 

    

1 

イ 

職
員
数 

5 
食
料
品
配
給
公
団
の
改
廃
に
つ
い
て
は
、
昭
和
二
十
五
年
三
月
末
日
廃
止
す
る
。 

取
扱
品
目
中
砂
糖
は
、
油
糧
公
団
と
合
併
し
て
新
公
団
を
設
立
し
、
乳
製
品
に
つ
い
て
は
統
制
を
廃
止
し
、
み
そ
、

し
よ
う
油
に
つ
い
て
は
大
豆
の
需
給
見
透
し
が
惡
い
の
で
統
制
を
継
続
す
る
。 

ロ 

待 

遇 

各
公
団
職
員
は
政
府
職
員
と
な
つ
て
い
る
が
、
俸
給
そ
の
他
の
諸
給
與
に
つ
い
て
は
、
一
般
の
政
府
職
員
の
場 

五 

 



         

2 

商
品
種
類
、
数
量
及
び
そ
の
現
価
等
手
持
商
品
の
状
況 

合
の
給
與
の
外
に
、
公
団
手
当
が
加
算
せ
ら
れ
て
い
る
。 

六 

 



           

七 

 



           

八 

 



           

九 

 



           

一
〇 

 



           

一
一 

 



    
3 

職
員
、
手
持
商
品
の
処
置
に
関
す
る
見
解 

一
二 

 

（1） 

食
糧
配
給
公
団 

ロ 

手
持
商
品
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
さ
し
た
る
心
配
は
な
い
も
の
と
思
う
が
、
価
格
の
値
下
り
又
は
事
故
品
処
理

等
の
た
め
公
団
に
若
干
の
損
害
を
生
ず
る
場
合
が
考
え
ら
れ
る
。 

イ 

政
府
と
し
て
は
、
食
糧
配
給
公
団
職
員
の
処
置
に
つ
い
て
は
重
大
な
る
関
心
を
拂
つ
て
い
る
。 

公
団
廃
止
の
際
の
職
員
の
転
換
の
方
法
と
し
て
は
、
主
要
食
糧
の
末
端
配
給
、
加
工
、
卸
売
業
を
行
う
民
間
事

業
を
担
当
せ
し
む
る
こ
と
、
そ
の
他
広
く
就
職
の
あ
つ
旋
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。 

、
、 

 



（4） 

油
糧
配
給
公
団 

（3） 

飼
料
配
給
公
団 

（2） 
肥
料
配
給
公
団 

ロ 

手
持
商
品
の
処
理
に
つ
い
て
は
、
公
団
業
務
の
円
滑
な
終
束
を
は
か
る
た
め
、
三
月
末
日
に
お
け
る
在
庫
を
皆

無
な
ら
し
め
る
よ
う
現
在
努
力
し
て
い
る
。 

ロ 

改
廃
の
際
の
公
団
職
員
の
処
置
に
つ
い
て
は
、
第
一
に
は
、
公
団
及
び
そ
の
職
員
自
身
が
努
力
す
べ
き
で
あ
る

が
、
政
府
に
お
い
て
も
、
で
き
る
か
ぎ
り
こ
れ
が
転
換
を
は
か
り
た
い
と
思
つ
て
い
る
。 

イ 

職
員
に
つ
い
て
は
、
極
力
飼
料
及
び
畜
産
部
門
に
お
い
て
吸
收
す
べ
く
努
力
中
で
あ
る
。 

イ 
公
団
廃
止
の
際
多
量
の
手
持
を
生
じ
な
い
よ
う
、
事
前
に
調
整
を
行
う
積
り
で
あ
る
。 

手
持
商
品
の
処
理
に
つ
い
て
は
、
経
理
上
好
ま
し
か
ら
ぬ
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
な
滯
貨
の
生
じ
な
い
よ
う
極
力

在
庫
品
を
整
理
し
、
適
正
量
を
保
持
す
る
こ
と
に
努
力
中
で
あ
る
。 

一
三 

 



右
答
弁
す
る
。 

（5） 
ロ 

み
そ
、
し
よ
う
油
、
ア
ミ
ノ
酸
は
毎
月
割
当
量
の
み
を
買
い
上
げ
て
い
る
の
で
、
手
持
は
な
い
予
定
で
あ
る
。 

 

一
四 

、

イ 
職
員
に
つ
い
て
は
各
人
を
し
て
極
力
み
ず
か
ら
就
職
に
努
力
せ
し
め
る
と
と
も
に
、
政
府
に
お
い
て
も
就
職 

あ
つ
旋
に
努
め
る
所
存
で
あ
る
。 

 
 

、
缶
詰
は
十
二
月
末
約
二
十
八
万
函
の
手
持
が
あ
る
が
、
物
品
税
の
撤
廃
、
市
場
価
格
等
の
変
動
に
よ
り
全
数
量

を
製
造
業
者
に
買
い
取
ら
せ
る
方
針
で
、
三
月
末
ま
で
に
約
九
万
函
を
引
き
渡
し
、
三
月
末
で
手
持
は
十
九
万
函

（
約
五
億
円
）
の
予
定
で
、
四
月
か
ら
六
月
ま
で
の
間
に
全
部
を
引
き
取
ら
せ
る
予
定
で
あ
る
。 

乳
製
品
に
つ
い
て
は
、
十
二
月
末
手
持
と
一
月
よ
り
三
月
ま
で
の
間
の
買
上
数
量
と
を
全
部
三
月
末
ま
で
に
売

り
渡
す
予
定
で
三
月
末
手
持
は
な
い
予
定
で
あ
る
。 

砂
糖
は
三
月
末
約
十
四
万
ト
ン
金
額
約
六
十
億
円
の
手
持
が
残
る
予
定
で
あ
る
が
、
こ
の
手
持
は
全
部
新
公
団

に
引
き
渡
す
予
定
で
あ
る
。 
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